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糖
尿
病
は
こ
の
５。
年
間
で
勺
倍
に
増

え
、

患
者
数
は
予
備
軍
を
含
め
て
２
千

万
人
超
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
治
療
で
は
、

「食
事
療
法

（＝
ダ
イ
エ
ツ
ト
と

が
基
本
と
な
り
ま

す
が
、

最
近
―
―
糖
質
を
制
限
す
る
だ

け
で
他
は
好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け

食
べ
て
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
と
い
う
極
端
な

「糖

質
制
限
食

（低
糖
質
ダ
イ
エ
ッ
ト
と

（４

頁
表
１
）
が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。

「糖
質
制
限
食
」
は
短
期
間
で
血
糖

降
下
や
減
量
の
効
果
が
高
く
、

生
活
習

慣
病
全
般
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
り
、

手
軽
で
我
慢
も
不
要
と
、　

一
般
に
も
ブ

ー
ム
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

ブ
ー
ム
の

一
方
で
、

主
要
エ
ネ
ル
ギ

―
源
の
糖
質
を
極
端
に
制
限
す
る

こ
の
食
事
法
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス

を
大
き
く
崩
し
、

脂
肪
や
雪
白
質

の
過
剰
摂
取
に
よ
る
弊
害
、

す
な

わ
ち
心
臓
病
や
脳
卒
中
、

腎
臓
病

な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
、

さ
ら

に
は
死
亡
率
が
上
が
り
短
命
に
な

り
や
す
い
―
―
と
い
う
報
告
も
相

次
い
で
出
て
い
ま
す
。

渡
違
先
生
は
目
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
研
究
所
疫
学
部
長
時
代
に
、

血
糖

値
か
ら
見
る
と
か
な
り
重
度
の
糖
尿
病

（Ｈ
ｂ
Ａ
ｌ

Ｃ
ｌ２
・
８
％
）
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
か
ら
、

食
と
健
康
の
問
題
に

目
覚
め
、

薬
は

一
切
用
い
ず
に
食
事

・

運
動
な
ど
生
活
療
法
の
み
で
糖
尿
病
を

克
服
。

そ
の
体
験
は
多
く
の
著
書
で
紹

介
さ
れ
、

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
病
理
学
２。
年
、

疫
学

ｌｏ
年
、

さ
ら
に
東
京
農
大
教
張

国
立
健
康

・
栄
養
研
究
所
理
事
長
時
代

に
栄
養
学
の
研
鑽
を
深
め
、

現
在
は
生

命
科
学
振
興
会
理
事
長
、

隔
月
誌

『医

と
食
』
編
集
長
、

日
本
綜
合
医
学
会
会

長
と
し
て
、

「環
境

・
食
料

・
健
康
」
の

一
体
化
を
研
究
、

そ
の
一
環
と
し
て
、

食

育
や
統
合
医
療
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

渡
邊
先
生
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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低
糖
質
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
リ
ス
ク

（血
糖
改
善

・
減
星
に
は
有
効
で
も

長
期
の
安
全
面
は
不
明
〉

―
―
最
近
、

極
端
な

「低
糖
質
食
」
が
、

血

糖
降
下
や
減
量
効
果
が
高
い
と
脚
光
を
浴
び

て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、

リ
ス
ク
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
玄
米
菜
食
や
日
本
食

を
推
奨
さ
れ
て
い
る
渡
邊
先
生
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

渡
違
　
い
ろ
い
ち
な
食
事
法
が
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、

食
事

・
栄
養
摂
取
の
結

果
が
出
て
く
る
の
は
２０
年
後
、

３０
年
後

な
ん
で
す
よ
。

ま
ず
は
ｌｏ
年
は
や
っ
て

み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

日
本
で
高
血
糖
解
消
に
低
糖
質
食
が

推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
だ
１０
年

程
度
。

食
事
の
影
響
は
２０
年
、

３。
年
と

か
か
っ
て
現
れ
る
こ
と
を
思
う
と
、

血

糖
を
下
げ
る
こ
と
の
み
を
目
標
に
し
た

低
糖
質
食
は
、

安
全
が
保
障
さ
れ
て
い

る
と
は
い
え
な
い
の
は
自
明
で
す
。

行
き
過
ぎ
た
食
事
制
限
は
さ
ま
ざ
ま

な
代
謝
障
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

（低
穏
質

上
高
蛍
白

上
高
脂
肪
食
の
弊
害

―
―
心
疾
患

・
脳
卒
中

・
腎
障
害
〉

渡
選
　
半剛
提
は
ま
ず
１
日
に
必
要
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
う
こ
と
。

糖
質
を

と
ら
な
い
と
、

必
然
的
に
蛋
白
質
や
脂

肪
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
か
な
う
こ
と
に

な
り
、

高
蛋
白

・
高
脂
肪
食
に
傾
い
て

き
ま
す
。

低
糖
質
食
で
血
糖
や
体
重
だ
け
を
下

げ
て
喜
ん
で
い
る
と
、

次
第
に
蛋
白
代

謝
が
お
か
し
く
な
り
、

腎
臓
に
負
担
と

な
り
腎
機
能
が
低
下
し
た
り
、

心
筋
榎

塞
や
脳
卒
中
、

発
が
ん
な
ど
の
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
き
ま
す

（４
頁
図
１
・
２
）。

実
際
、

私
共
が
刊
行
し
て
い
る
隔
月

誌

『医
と
食
』
で
は
数
多
く
の
海
外
長

期
コ
ホ
ー
ト
研
究
を
ま
と
め
て
表
化
し

て
み
ま
し
た
が
、

と
に
か
く
リ
ス
ク
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〈さ
ら
に
死
亡
率
も
高
ま
る
昭
〉

渡
邊
　
さ
ら
に
は
、

死
亡
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
い
う
研
究
も
相
次
い
で
い
ま
す
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
な
ど
が
４
万
人
超

の
女
性
を
対
象
に
平
均
１５
・
７
年
観
察

し
た

「ス
ウ
ェ
ー
いア
ン
女
性
生
活
習
慣
・

健
康
コ
ホ
ー
ト
」
研
究
で
は
、
十
１
低

糖
質

上
高
蛋
白
質
食
は
動
脈
硬
化
症
、

お
よ
び
そ
れ
に
つ
な
が
る
心
筋
梗
塞
な

ど
の
発
症
に
つ
な
が
る
傾
向
に
あ
る
と

し
、

さ
ら
に
心
疾
患
死
や
全
死
亡
率
も

高
ま
る
―
―
と
英
医
学
誌

『
Ｂ
Ｍ
Ｊ
』

に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

（４
頁
図
２
）
。

日
本
で
も
つ
い
最
近
、

国
立
国
際
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
糖
尿
病

・
代
謝

・

内
分
泌
科
の
能
登
洋
医
長
ら
が
海
外
の

論
文
を
統
計
解
析
し
て
―
―
糖
質
摂
取

量
に
関
し
て
５
～
２６
年
追
跡
し
た
海
外

の
論
文
を
分
析
し
た
結
果
、

総
摂
取

カ

ロ
リ
ー
中
、

糖
質
が
３
～
４
割

の

低
糖
質
グ
ル
ー
プ
は
、

６
～
７
割
の
グ

ル
ー
プ
に
比
べ
る
と
、

死
亡
率
は
低
糖

質
食
５
年
以
上
で
３
割
高
い
―
―
と
米

科
学
誌

『プ

ロ
ス
ワ
ン
』
で
発
表
し
ま

し
た
。

長
期
に
わ
た
る
糖
質
制
限
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
、

早
死
に
す
る
可
能
性
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

（脂
肪

・
雪
白
質
の
分
解
物

「ケ
ト
ン
体
」
の
問
題
〉

―
―
低
糖
質
食
を
推
奨
す
る
人
は
、

糖
質
を

摂
ら
な
く
て
も
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ケ
ト
ン
体

（ヒ
ド
回
キ
シ
酪
酸
、

ア
セ
ト
酢
酸
、

ア
セ

ト
ン
の
３
つ
の
物
質
の
総
称
。

飢
餓
状
態
等

で
糖
質
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
え
な
い
″

時
に
、

肝
臓
で
脂
肪
や
蛋
白
質
を
分
解
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
す
る
時
に
で
き
る
分
解
物
）

で
補
え
る
と
も
い
っ
て
い
ま
す
が
。

渡
選
　
糖
質
を
摂
ら
な
く
て
も
平
気
な

人
と
、

寒
く
て
ガ
タ
ガ
タ
し
体
力
も
出

な
い
と
い
う
２
通
り
の
人
が
い
ま
す
。

調
査
し
て
わ
か
っ
た
の
は
、

元
気
な
人

は
短
鎖
脂
肪
酸
が
非
常
に
高
い
。

つ
ま
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
ケ
ト
ン

体
を
使

っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。　

一
方
、

寒
く
て
体
力
も
な
く
な
る
と
い
う
人
は

短
鎖
脂
肪
酸
が
少
な
く
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

源
が
枯
渇
し
て
い
る
。

こ
の
違
い
は
お

そ
ら
く
腸
内
細
菌
の
違
い
か
ら
く
る
と

思
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
Ａ
Ｔ
Ｐ

（ア

デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
）
は
Ｔ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
で
回
る
わ
け
で
す
が
、

Ｔ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
に

一
番
入
り
や
す
い
の
は
グ
ル

コ
ー
ス
で
、

脂
肪
か
ら
は
ベ
ー
タ
酸
化

で
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
と
し
て
入
っ
て
き

ま
す
。

こ
の
二
つ
が
足
り
て
い
れ
ば
、

食
物

か
ら
摂
っ
た
蛋
白
質
は
ア
ミ
ノ
酸
に
な

っ
て
蛋
白
合
成
に
使
わ
れ
、

余
っ
た
分

が
尿
素
に
な
っ
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

し

か
し
、

こ
の
二
つ
が
足
り
な
く
な
る
と

蛋
白
質
ま
で
分
解
さ
れ
始
め
て
筋
肉
溶

解
と
い
う
こ
と
も
起
こ
っ
て
き
ま
す
。



さ
ら
に
、

ケ
ト
ン
体
が
増
え
過
ぎ
る

と
体
内
で
代
謝
異
常
が
起
こ
り
、

高
ケ

ト
ン
血
症
と
い
っ
て
血
液
が
酸
性
に
な

り

（ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
）、
症
状
が

ひ
ど
く
な
る
と
意
識
障
害
や
昏
睡
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人
は
何
を
ど
れ
だ
け

食
べ
れ
ば
良
い
か

宿

人
対
応
の
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
と

適
正
蛋
白
量
〉

―
―
糖
質
の
１
日
目
標
摂
取
量
は
厚
労
省
の

「日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」
で
は
全
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
５０
～
７０
％
と
し
、

患
者
さ
ん
に
は

６。
％
を
す
す
め
て
い
る
日
本
糖
尿
病
学
会
で

は
今
、

４０
％
ま
で
は
許
容
と
い
う
意
見
も
出

て
い
る
よ
う
で
す
が
。

先
生
は
ど
の
く
ら
い

が
適
正
だ
と
お
考
え
で
す
か
。

渡
趣
　
人
間
は
１
０
０
兆
個
以
上
の
細

菌
と
太
古
の
昔
か
ら
共
生
状
態
に
あ
り
、

日
本
人
の
よ
う
な
穀
物
食
主
体
の
民
族

の
腸
内
細
菌
は
肉
食
を
主
と
し
て
き
た

民
族
と
異
な
っ
て
き
ま
す
。

但
し
、

多

く
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
か
ら
は
、

糖
質
が

４０
～
６。
％
の
範
囲
な
ら
大
差
な
さ
そ
う

な
の
で
、

こ
の
程
度
の
糖
質
制
限
は
個

人
の
嗜
好
の
問
題
と
も
い
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、

ま
ず
は
総
エ
ネ
ル

ギ
ー
摂
取
を
体
に
適
し
た
量
に
す
る
の

が

一
番
大
事
で
す
。

私
た
ち
は
、

そ
の

人
に
合

っ
た
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
簡

単
に
出
す
方
法
を
見
出
し
ま
し
た

（４

買
図
３
）。
そ
の
人
の
労
働
や
運
動
な

ど
の
身
体
活
動
量
も
考
慮
し
最
も
健
康

だ
っ
た
時
の
体
重
、

あ
る
い
は
適
正
体

重
に
０

・
４
単
位
を
か
け
た
も
の
が
適

正
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
す

（図
３
）。

例
え
ば
体
重
６。
ｋｇ
で
は
１
日
２４
単
位
。

３
食
均
等
に
分
け
れ
ば
各
食
８
単
位
で

６
４
０
ｋｃａ‐
と
な
り
ま
す
。

甘
い
物
も
少

し
は
と
い
う
人
は
食
事
か
ら
単
位
を
少

し
も
ら
え
ば
い
い
わ
け
で
す
。

ま
た
、

適
正
な
蛋
白
量
は
体
重
ｌ
ｋｇ

当
た
り
×
０
・８
ｇ
で
計
算
し
ま
す

（図

３
）
。

例
え
ば
、

体
重
６。
ｋｇ
な
ら
、

６。
ｋｇ

×
Ｏ

ｏ
８
ｇ
で
４８
ｇ
と
な
り
ま
す
。

腎

臓
機
能
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
０

。

５
ｇ
以
下
の
低
蛋
白
食
に
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。

〈ま
ご
た
ち
食
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
〉

―
―
適
正
摂
取
量
が
分
か
っ
て
も
、

力
回
リ

ー
ブ
ッ
ク
や
食
品
換
算
表
が
な
い
と
ど
れ
を

ど
の
程
度
食
べ
て
良
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。

渡
趣
　
糖
尿
病
の
方
は
食
品
換
算
表
が

必
携
で
す
ね
。

一
般
の
方
は
、

戦
後
の
栄
養
行
政
に

貢
献
し
た
近
藤
と
し
子
さ
ん
が
提
唱
し

た

「ま
ど
た
ち
食
―
―
豆
ふ
」
ま

・
卵

・

乳
類

・
わ
か
め
な
ど
の
海
草
類

・
野
菜

・

名
併
し
い
た
け
な
ど
キ
ノ
コ
類

・
芋
類
」、

あ
る
い
は

″た

（卵
）″、
″ち

（乳
ヌ

を
除
い
た

「ま
ご
わ
や
さ
し
い
食
」
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
摂
取
し
、

腹
八
分
目
で

食
べ
て
い
れ
ば
、

個
別
の
栄
養
素
を

気
に
し
な
く
て
も
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
、

食
物
繊
維
も
す
べ
て
確
保

で
き
ま
す
。

（究
極
は
玄
米

・
具
沢
山
味
噌
汁
。

―

・
―
植
物
性
蛍
白
質
を
多
く
〉

渡
逸
　
私
は
５
年
前
か
ら
玄
米
食
の
研

究
を
本
格
的
に
始
め
、

玄
米
と
赤
味
噌

の
具
沢
山
の
味
噌
汁
さ
え
あ
れ
ば
必
須

ア
ミ
ノ
酸
も
含
め
栄
養
素
は
ほ
と
ん
ど

ま
か
な
え
る
完
全
栄
養
で
あ
る
と
確
認

し
ま
し
た
。

玄
米
と
味
噌
で
足
り
な
い

の
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
く
ら
い
で
こ
れ
は
野

菜
で
充
足
さ
せ
れ
ば
良
い
わ
け
で
す
。

低
糖
質
食
の
長
期
コ
ホ
ー
ト
研
究
で

は
、

動
物
性
質
白
質
を
摂
取
し
た
場
合

に
は
低
糖
質

上
高
質
白
質
に
な
る
ほ
ど

心
血
管
死
が
増
え
、

植
物
蛋
白
質
で
は
′

心
疾
患
死
が
減
る
と
の
報
告
も
さ
れ
て

い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た

『チ
ャ
イ
ナ
ス
タ
デ
ィ
』
（日
本
版

『葬

ら
れ
た

「第
二
の
マ
ク
ガ
バ
ン
報
告
と
、

Ｔ
・
コ
リ
ン
・キ
ャ
ン
ベ
ル
、
ト
ー
マ
ス
・

Ｍ

。
キ
ャ
ン
ベ
ル
、

グ
ス
コ
ー
出
版
刊

―
―
革
命
直
後
の
貧
し
い
中
国
で
は
動

物
性
食
品
の
摂
取
が
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
、

国

民
に
生
活
習
慣
病
が
な
か
っ
た
）
―
―

が
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。

玄
米
に
は
抗
酸
化
能
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、

白
米
は
０
。

炊
い
て
も
抗
酸
化

能
は
半
分
く
ら
い
残
り
ま
す
。

日
本
人

の
基
本
食
は
玄
米
と
赤
味
噌
の
具
沢
山

味
噌
汁
で
い
い
ん
で
す
よ
、

お
か
ず
も

不
要
。

せ
い
ぜ
い

「ま
ご
わ
や
さ
し
い

食
」
二
皿
も
あ
れ
ば
十
分
で
す
。

私
た
ち
は
健
康
長
寿
に
、

主
食
を
玄

米
に
し
て
、

適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
炭
水

化
物
と
脂
肪
か
ら
、

副
食
は

「ま
ご
わ

や
さ
し
い
」
を
基
本
に
摂
っ
て
い
れ
ば
、

生
活
習
慣
病
に
も
な
ら
ず
、

長
寿
を
達

成
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
に
限
ら
ず
、

健
康
食
の
要
諦

は
食
の
欲
望
を
ほ
ど
ほ
ど
に
抑
え
、

減

量
に
は
運
動
を
増
や
し
、

食
事
を
減
ら

す
と
い
う
の
が
王
道
で
あ
り
、

三
大
栄

養
素
の
組
成
を
変
え
て
ま
で
減
量
を
目

指
す
と
い
う
の
は
如
何
な
も
の
か
と
思

い
ま
す
。



BMiが平均36.lkgrm2の307名を低炭水化物食もしくは低脂質食に2年間無作為化
・両群とも有意な減工効果 (2年で-7 kg)を示し、群間の有意差はなし
'低炭水化物食の方が心血管リスクを改善 (HDLコレステ回―ル23%上昇など)

※
難
翰

距
地

に

郎

一
般
的
に
左
記
の
よ
う
な
割
合
を

つ

さ
す
こ
と
が
多
い
　
　
　
　
　
　
硝

図 2(糖 質制限食に疑間を呈する研究〉 図 1 く糖質制限食を支持する研究)

表 1 低 炭水化物 (低糖質)食 の定義

図表は全て

渡邊昌先生の資料より
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エな正適学養栄の応対人個図

肥満の2型糖尿病患者79名を低GL(グ リセミック負荷)も しくは低脂質の食事指導
に40週間無作為化
・減工効果に群間の有意差なし
。低GL群の方がHbAlcが有意に低下 (40週時点で低GL群-08%、 低脂質群-0.1%)

ギリシャにおける23万名を平均4.9年追跡した
コホート
・低炭水化物高宮白食は総死亡率上昇と相関
(5ユニットごとに22%の リスク上昇)

。高炭水化物食は総死亡率低下 (10分位ごとに
6%低 下)と 相関

スウェーデンにおける42万名の女性を12年追跡
したコホート
・低炭水化物食は総死亡率上昇

(10分位ごとに6%)と 相関 エネルギーに占める割合

炭水化物 蛍白質 脂 質

低炭水化物食 20-40%

低炭水化物高蛋白食 20-40% 30-60% 20-30'`

非ケトン低炭水化物高脂防食 20-40% 20-30% 30-60ワ̀

超低炭水化物食 0-20%

超低炭水化物高蛋白食 0-20% 55 6ヽ5°/● 25-35ワ石

1日当りの
適正エネルギー (単位′kc aけ

通正体IXO.4‐ 単位

単位 X80=kcal(1単 位x=80kc引)

(例)体 重 60kg X 0 4=24単位 ×80=1920kcal

※1単位 (水lkgの融解熱と定義)=80kcal

1日 の道正ヨ白エ
体EXO.88X(例 )60kg X 0 8g=48g

※ほ宮白食の場合は05g以下

1日の適正ビタミン、ミネラル、
フィトケミカル 野菜 ・果物は最低 350g 抗 酸化価はAOU 3000‐ 4000u

健

康ニ
ュ
ー
ス

題

信

血
糖
抑
制

に
は

「ま
ず

野
菜
」
か
ら

同
じ
メ
ニ
ュ
ー
で
も
、

最
初
に
野
菜
を

食
べ
る
と
血
精
上
昇
が
ゆ
る
や
か
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

今
井
佐
恵
子

。
大
阪
府
立
大
教
授
ら
の

グ
ル
ー
プ
は
、

２
型
糖
尿
病
患
者
１９
人
と

健
康
な
２．
人
に
、

血
糖
値
を
連
続
測
定
で

き
る
装
置
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、

同
じ

食
事
内
容
で

「野
菜
先

（①
野
菜
５
０
０

ｇ
を
５
分
か
け
て
食
べ
た
後
、

②
肉
や
魚

な
ど
の
質
白
質
を
食
べ
始
め
、

③
さ
ら
に

５
分
後
に
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
を
食
べ
た
と

と
、

「炭
水
化
物
先
」
の
２
つ
の
順
番
で

食
べ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
結
果
、

患
者
、

健
常
者
共
に
、

「野

菜
先
」
の
方
が
食
後
血
糖
値
の
上
昇
が
約

半
分
に
抑
え
ら
れ
た
。

ま
た
、

食
前
血
糖

値
低
下
も
抑
え
ら
れ
た
人
も
お
り
、

２４
時
ヽ

間
の
変
動
幅
は
約
３
分
の
２
に
減
少
し
た
。

血
糖
値
の
大
幅
な
変
動
は
、

動
脈
硬
化

な
ど
を
促
進
さ
せ
る
。

上
昇
幅
を
減
ら
せ

ば
、

脂
肪
蓄
積
作
用
の
あ
る
イ
ン
ス
リ
ン

分
泌
も
減
る
。

ま
ず
は
、

野
菜
か
ら
先
に

食
べ
る
の
が
お
す
す
め
の
よ
う
だ
。

メ
タ
ボ
傾
向
の
子
が
増
え
て
い
る

信
州
大
医
学
部

「青
少
年
の
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
考
え
る

研
究
会
」
の
本
郷
実
教
授
は

「見
た

日
は
太

っ
て
い
な
く
て
も
、

血
圧
や

血
糖
値
が
高
い
子
供
が
日
立
つ
」
と

し
、

「生
活
習
慣
病
数
値
の
異
常
は
、

子
供
の
時
は
影
響
が
出
な
く
て
も
、

大
人
に
な
っ
て
高
血
圧
や
糖
尿
病
な

ど
生
活
習
慣
病
に
な
る
リ
ス
ク
を
高

め
る
。

早
い
う
ち
に
改
善
を
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
。

生
活
習
慣
病
に
つ
な
が

り
や
す
い
食
品
に
、

冷
凍
食
品
や
揚

物
、

ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、

炭
酸
飲
料
や

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
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